
日時 令和４年２月１２日（土）１４：００～１６：００

（アクセスは開始20分前から）

方法 オンライン（Zoom）参加
主催 特定非営利活動法人 埼玉環境カウンセラー協会（SECA）

第36回SECA環境保全講習会

脱炭素社会を目指して
～専門家と考える我が国のエネルギー対策～

〇定員：オンライン １５０名
〇申込み：事前登録制 裏面により令和4年2月4日（金）までにお申し込み下さい。

＊参加のお申込みは、裏面をご参照ください。

講演

「エネルギー転換の行方
～世界と日本のギャップ～」

環境エネルギー政策研究所
古屋将太 氏

1982年生。環境エネルギー政策
研究所研究員。デンマーク・オー
ルボー大学大学院博士課程修了
（PhD）。専門は地域の自然エネ
ルギーを軸とした環境エネルギー
社会論。

地球温暖化（気候変動）問題は、今や「気候危機」
と呼ばれるように現実に私たちの社会を脅かしてい
ます。
我が国では、2050年に温室効果ガス排出量を実
質ゼロ（カーボンニュートラル）とし、脱炭素社会を目
指すことが法制化され、そのため、2030年の温室効
果ガスの削減目標を46％に設定し、さらに50％の
高みを目指すこととしています。
脱炭素社会づくりを進めるには、ＣＯ２を多量に排出
する化石燃料から脱却する必要があります。では、今
後のエネルギー使用や再生可能エネルギーへの転
換はどうしていくべきなのでしょうか。我が国の現状
と将来計画について海外との比較をまじえたお話を
専門家からお聴きして、皆さんで考えみましょう！
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参加をご希望される方は、事前にＦＡＸ又はメールで下記の事項をお
知らせください。（極力、メールでのお申込みをお願いいたします。）

ＦＡＸ ０４９－２５２－００７７
メール aed57270@star.odn.ne.jp

特定非営利活動法人 埼玉環境カウンセラー協会

〒330-0055 さいたま市浦和区東高砂町11番１号 コムナーレ９F
さいたま市市民活動サポートセンター メールボックスA-82
お問い合わせ先 電 話 ０５０－３６１０－１９４８

お名前

所 属 又は
市町村名

メールアドレス
（必須）

【注意事項】
１）１回で複数名のお申込みも可能です。

２）新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、今回は、オンライン参
加のみとさせていただきます。

３）当日の資料及びオンライン参加のためのZoomアドレスは開催日の
数日前に上記記載のメールアドレスにお送りいたします。

お申込み先


